
　いよいよ梅雨入りも間近です。これからの時季は、特に食中毒の予防が大切で
す。食事前の手洗い、清潔なハンカチの準備など身の回りの衛生に十分注意し
ましょう。そして6月は食育月間です。6月4日からは歯と口の健康週間が始まるこ
ともあり、今月は特に「よくかむ」ことの大切さ、そして食後の歯みがきをはじめ、む
し歯にならないための食べ方などを子供たちに伝えていきたいと思います。

勉強を長時間続けていると、集中力が切れ、作業効率が落ちてきま

す。その原因の一つとして考えられているのが脳の「ワーキングメモ

リ（作業記憶）」の低下です。ワーキングメモリとは、短い時間に脳

中で情報を保持し、同時に処理する力で、会話や読み書き、計算など、

私たちの日常生活や学習を支える重要な脳の働きです。この能力が

「かむ」ことによって加速したり、回復したりする効果がありそうな

ことが研究により明らかにされています。また、かむことで集中力、

注意力、脳の応答速度などもアップすることもわかって

きました。「かむ」ことには、消化を促すこと以上の

効果がありそうです。

今月は、よくかんで食べる事を意識した献立「カミカミメニュー」が登場

します。

献立表の このマークの献立の日は特にかむことを意識する日です。

この機会によくかむ習慣をつけて

ほしいと思います。

★血液を固める

★体の細胞の働きに関与する

★心臓や体の筋肉の収縮に関わる

★神経間の情報伝達に関わる
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骨は、みなさんの体の中に200個以上あり、体を支えるのにとても大切な役割をしています。

口の歯は食べ物をかみくだいて細かくし、体の中に栄養を吸収しやすくするために重要です。

このように体にとって大切な骨や歯を丈夫にするには、どうしたらいいのでしょう？

６月は食育月間「彩の国ふるさと学校給食月間」です。毎日の放送で地産地消について

の内容をたくさんお知らせしていきます。地域の食材について知り、食品ロスについて

も意識をして生活できるようになってほしいと思います。


